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令和４年度第４回新潟県内水面漁場管理委員会議事録 

 

 １ 招集状送付年月日    令和５年３月 13日（月） 

 

２ 開催日時        令和５年３月 23日（木） 13 時 30 分 

 

 ３ 開催場所        新潟市中央区新光町４番地１ 

新潟県自治会館 本館 401 会議室 

 

 ４ 委員の定数並びに    委員定数 10 名 

   出席状況        委員出席 ７名 

 

 ５ 出席者 

内水面漁場管理委員会委員 

   藤田利昭、鈴木政幸、平田茂伸、髙橋卓、斎藤達夫、阿部信裕、小島正朗 

新潟県農林水産部水産課 

    米山課長 

   内水面水産試験場 

    樋口場長 

内水面漁場管理委員会事務局 

大西副参事、志田技師、夏川技師 

 

 ６ 議 題 

（１）令和５年知事許可漁業の許可の制限措置について（諮問） 

（２）小型機船底びき網漁業（手繰第３種漁業のしじみ貝けた網漁業）の許可又は起業の認可を 

申請すべき期間について（諮問） 

（３）コイの持ち出しの禁止及び放流等の制限に係る委員会指示について（協議） 

（４）外来魚の再放流禁止に係る委員会指示について（協議） 

（５）新潟県内水面漁場管理委員会の個人情報の保護に関する事務取扱要綱の制定について（協議） 

（６）その他 

  

７ 会議の顛末 

  定刻となり、藤田会長挨拶の後、議事に入った。 

 

大西副参事 

 

 

藤田会長 

 

 委員の出席状況と委員会の成立を報告。 

 配布資料を確認。 

 

 ただいまより令和４年度第４回新潟県内水面漁場管理委員会を開会します。議事に入

る前に議事録署名人を指名させていただいてよろしいでしょうか。 
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一同 

 

藤田会長 

 

 

 

米山課長 

 

藤田会長 

 

夏川技師 

 

藤田会長 

 

 

 

米山課長 

 

 

藤田会長 

 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

米山課長 

 

藤田会長 

［異議なし］ 

 

 それでは議事録署名人として、斎藤委員、小島委員お願いします。 

 それでは議事に入ります。議題（１）の「令和５年知事許可漁業の許可の制限措置に

ついて（諮問）」は知事からの諮問事項です。県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

ただいま、県から諮問を受領しました。事務局から説明をお願いいたします。 

 

[資料１に基づき説明] 

 

今ほどの議題ですけれども、許可というものの本質が分かっていないと理解しづらい

と思います。これが分かっているのは米山課長くらいだと思いますので、内容につい

て、簡単に説明していただけますか。 

 

基本的に、今回の改正で許可制度の内容が変わることはありません。ただ、従前の許

可方針の標記では誤解を招く恐れがあったので、書き改めさせて頂きました。 

 

もともとは、他県から許可方針の内容について指摘を受けたので、今回の改正に至っ

たという背景があります。 

 

委員の皆様は何かご意見、ご質問はございますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

それでは、諮問どおり知事に答申することといたしますが、よろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

はい、ではその様に取り扱うことといたします。 

 

次に議題（２）「小型機船底びき網漁業（手繰第３種漁業のしじみ貝けた網漁業）の

許可又は起業の認可を申請すべき期間について（諮問）」は知事からの諮問事項です。

県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

はい。これは例年どおりだと思います。何かご意見、ご質問ありますでしょうか。 
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一同 

 

藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

志田技師 

 

藤田会長 

 

志田技師 

 

藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

夏川技師 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

［意見なし］ 

 

それでは、諮問どおり知事に答申することといたしますが、よろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

はい、ではその様に取り扱うことといたします。 

 

 次に議題（３）「コイの持ち出しの禁止及び放流等の制限に係る委員会指示について

（協議）」について、事務局から説明をお願いします。 

  

［資料３に基づき説明］ 

 

 はい。昨年からの変更点は、期日の更新だけでしょうか。 

 

 そうです。 

 

はい。委員の皆様から何かご意見、ご質問ありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

それでは、事務局案のとおり取り扱うことといたします。 

 

次に議題（４）「外来魚の再放流禁止に係る委員会指示について 

（協議）」について、事務局から説明をお願いします。 

  

［資料４に基づき説明］ 

  

 はい。こちらも期日の更新ということですね。ブラックバスやブルーギル等は外来生

物法で、飼育、運搬、売買、放流が禁止されていますが、キャッチ＆リリースだけは

禁止されていません。しかし、新潟県では委員会指示により、キャッチ＆リリースも

禁止するということですね。 

 

委員の皆様から何かご意見、ご質問ありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

私から１つよろしいですか。前に、この委員会指示を出した時は、各漁協さんに協力

してもらい、遊漁者が（ブラックバス等を）釣り上げた際には漁協さんに引き取って
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米山課長 

 

 

藤田会長 

 

 

米山課長 

 

 

 

藤田会長 

 

平田委員 

 

 

 

藤田会長 

 

阿部委員 

 

 

 

藤田会長 

 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

もらっていたのですが、（その様な体制がない）現在では、密放流を防げるのでしょ

うか。現在の委員会指示では、（ブラックバス等を）釣ったら殺すしかないですよね

。 

米山課長どうでしょうか。 

 

 今、ご指摘の件については、漁協さんとの調整がついていない状況ですので、遊漁者

個人に対してきちんと対応していくしかないと思います。 

 

 一時は、回収ボックスがあった記憶があります。今のままでは、委員会指示はあるけ

ども、具体的な対策が無いように思います。 

 

 今のままでは、釣った本人の対応にお任せするしかないと思います。回収ボックスを

設置するとしても、漁協さんの負担になると思いますし、管理の問題も生じると思い

ます。 

 

 平田委員どうでしょうか。 

 

 うちは、ブラックバスは減ってきていると思います。いないという訳ではないですが

。しかし、遊漁者がブラックバスを釣った時の対応については、特段指示していない

ので、やっぱり１人、１人の対応に任せるしかないと思います。 

 

 阿部委員はどうでしょうか。 

  

 漁協で引き取りはしていませんが、遊漁者の皆さんは釣ったら放さないように呼びか

けています。ただ、阿賀野川にもまだまだブラックバス等がいますので、監視を強化

していくしかないと思います。 

 

 私の個人的な感想になりますが、大人はともかくとして、子供にまで命をその場で奪

うことを啓蒙してよいものかと思います。ここでは結論が出ないと思いますが、ある

一定の考えをそれぞれで持って、呼びかけるしかないと思います。 

委員の皆様から何かご意見、ご質問ありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

他に意見が無いようでしたら、事務局案のとおり取り扱うことといたします。 

 

 続いて、（５）「新潟県内水面漁場管理委員会の個人情報の保護に関する事務取扱要

綱の制定について（協議）」について事務局から説明をお願いします。 
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夏川技師 

 

藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

夏川技師 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

［資料に基づき説明］ 

 

  はい。では委員の皆様から何かご意見、ご質問ありますでしょうか。 

   

［意見なし］ 

 

意見がないようですので、事務局案のとおり取り扱うことといたします。 

 

最後に、（６）「その他」ですが、事務局から何かありますか。 

  

 ［別紙資料に基づき、今年度の関川でのバス逸出調査について報告］ 

 

 これは報告ということですが、委員の皆様から何かご意見、ご質問ありますでしょう

か。 

 

 ［意見なし］ 

 

では、以上をもちまして閉会とさせていただきます。今日はどうもありがとうござい

ました。 

 

14:10終了 

上記議事録が正確であることを証するため、署名押印をする。 

 

令和  年  月  日 

 

   会長 

 

 

署名委員 

 

   署名委員 

 


